
 
 
 
 
 
 

本本年年もも残残りりわわずずかか・・・・・・  

分かりきっていることですが時の経つのは本当に早いもので、本年も残すところあとわずか、年の瀬となってし

まいました。今年も皆様からたくさんの激励や嬉しいご感想を多く頂戴いたしましたこと、心より感謝しています。

農業政策の最高行政機関である農水省が混迷しているなか、私達が生活の糧としている米の生産者売渡価格は暴落

の一途を辿っており、すでに一般栽培の米では生産原価割れしているという、生産現場では異常事態になっていま

す。これでは農業そのものが職業としてなりたたないですし、生産意欲も良質生産もあったものではありません。

私達「かづの微生物農法研究会」は設立より十数年を経ましたが、こういった状況から離れて、独自の生産手法、

独自の販売方法をもって、美味しいお米としてのコストパフォーマンスを皆様に感じていただけるよう、今後も頑

張っていきたいと思っています。昨今、食品表示の偽装ばかりが目立っていますが（近所でも比内鶏の件がありま

した）、いつも変わりなく安心してご利用いただけるよう、私達は努力してまいりますので、来年もどうか変わら 
ぬご愛顧の程、よろしくお願いいたします。 
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ああっっとといいううままにに冬冬到到来来。。（（写写真真はは八八幡幡平平、、今今年年４４月月のの様様子子））  

「微生物農法」って何のこと？ 
水田の土の中には沢山の種類、膨大な数の微生物が活動してい
ます。私たち人間のお腹では善玉菌と悪玉菌のバランスが崩れる
と体調が悪くなりますが、イネにとってのお腹を水田土壌、ととらえ
たのが微生物農法です。水田の土も微生物のバランスを整えてや
ることがとても重要で、そのバランスが崩れるとイネが病気にかかり
やすくなったり、生長が上手くいかなかったりします。有機肥料や堆
肥で微生物バランスを良好に保つことで、健康で自ら美味しくなる
作物作りをすると う が微生物農法です

ポポイインントトシシーールルををたためめてて送送るるとと必必ずずももららええるるププレレゼゼンントト！！  

お買い上げいただいた商品についてくるシールを

集めて専用台紙に貼って送ると、お米などをもれな

くプレゼント！ お問い合わせは℡0120-08-2028 ま

食べてお得なサービス実施中。 

TOPICS         講談社の「日本一おいしい米の
秘密」という本で、微生物農法 

米あきたこまち『花輪ばやし』が紹介されまし 
た。機会があれば見てみてください！！ 

11 月にすでに滑走可能になっている、秋田八幡
平スキー場。雪質はアスピリンスノーで最高級。
ただしダイヤモンドダストが見えるほど、寒い。



               この冬は到来が例年になく早く、当地鹿角でも１１月には珍しいほどの積雪があ 
りました。当地はかまくらで有名な横手市や、新潟の豪雪地域ほどは雪が降りま

せんが、冷え込みは凄まじく、零下１０℃を下回ることも珍しくありません。ゆえに雪質はサラサラのアスピリン
スノーで、極上の雪質がウインタースポーツが盛んな一因でもあります。生産者は厳しい冬は一休み･･･と思いき
や、寒締め野菜や漬物作り、加工品の生産や果樹の手入れなど意外と仕事がある人も多いようです。 
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有限会社 安保金太郎商店
かづの微生物農法研究会

事務局
文・写真：安保 大輔

ぜひ一度

鹿角
か づ の

へ遊びに
来てみて下さい！

ここちちららののホホーームムペペーージジでで鹿鹿角角地地域域のの秋秋のの紅紅葉葉のの模模様様 
ななどど様様々々なな観観光光案案内内ががごご覧覧いいたただだけけまますす。。  
((社社))十十和和田田八八幡幡平平観観光光物物産産協協会会  
hhttttpp::////wwwwww..iinnkk..oorr..jjpp//~~kkaannkkoouu1188//  
たたんんぽぽ小小町町ちちゃゃんんととかかづづのの三三姫姫のの鹿鹿角角探探訪訪記記  
hhttttpp::////bblloogg..lliivveeddoooorr..jjpp//kkaazzuunnoo22000077//  

この「微生物農法研究会便り」のバックナン
バーや、毎月発送などのご希望がありました
らご一報下さい。感想もお待ちしています。

美味いお米とりんごのご注文／お問合せ先は･･･ 
〒０１８－５２０１ 秋田県鹿角市花輪字赤川端７－３ 

有限会社 安保金太郎商店 
フリーダイヤル：０１２０－０８－２０２８ 

e-mail kintaro@umaikome.jp

もうご覧になりましたか？ＪＲ東日本／大
人の休日倶楽部のＴＶＣＭ。十和田湖を舞
台に、吉永小百合さんが主演なさっていま
す。夫の趣味に付き合って十和田湖で釣り
に興じる、という内容ですが、紅葉の十和
田湖を背景に、なんともいえずほのぼのと
した良い映像となっています。筆者、縁あ
ってこのＣＭロケのお手伝いをさせてもら
ったのですが、さすが吉永さん綺麗でした。
皆さんも是非、十和田湖へご夫婦で旅行に
いらしてみてはいかがでしょう？ 

当地鹿角が発祥とされ、今や秋田の郷土料理の代表格として
有名な「きりたんぽ」。そもそもの生い立ちは、鹿角地域で八
幡平の山々に立ち入って木材の切り出しを生業にしていた
「山子（やまこ）」と呼ばれる人々が、古くなったご飯を半分
潰して焼いて保存食のようにして食べたのが始まりという。
それを当時、鹿角地域を治めていた南部家の殿様が、槍の穂
先（短穂）に似ていることから「たんぽ」と名づけたようだ。

食べるなら鹿角りんご、
売るなら弘前（ひろさき）
りんご―。りんごの一大
産地、青森県弘前青果市
場の人々が言う言葉で
す。鹿角地方特有の寒暖
の差が、見た目はともか
く絶妙な味覚のりんごを
作るのです。 
ふじ５kg ２,８００円 
ふじ１０kg５,０００円 

（税込み、送料別）
その他お問合せ下さい。 

園主 平野亮一 
平野りんご園より直送 

銘産 
かづのりりんんごご 

お問い合わせ・ご注文は 
(有)安保金太郎商店または下記まで 
〒018-5201秋田県鹿角市花輪字小平 51

平野
ひ ら の

りんご園
TEL 0186-25-2208  FAX 0186-25-3113
http://www.eurus.dti.ne.jp/~k-apple/

後に、地鶏や季節の野菜、キノコ
などとともに、食べやすく切った
たんぽを鍋に入れたものを「きり
たんぽ鍋」と言うようになった。


